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森林組合だより Ｐ2令和８年８月

【
上
程
全
議
案 

原
案
可
決
】

　

去
る
令
和
八
年
五
月
二
十
七
日
第
十
八

回
の
通
常
総
代
会
が
、
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
シ
ア
タ
ー
「
オ
ズ
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

総
代
総
数
二
〇
〇
名
の
内
、
本
人
出
席

九
十
三
名
、
書
面
出
席
六
十
七
名
、
委
任

状
二
名
、
合
計
一
六
八
名
を
以
っ
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
代
表
理
事
組
合
長
髙
橋
一
泰
よ

り
、
急
増
し
て
い
る
松
く
い
虫
被
害
が
過

去
最
大
の
甚
大
な
被
害
と
な
っ
て
い
る
こ

と
等
を
述
べ
た
後
、
組
合
の
事
業
実
績
に

つ
い
て
述
べ
挨
拶
と
し
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
、
庄
内
森
林
管
理
署
首

席
森
林
官
五
十
嵐
伸
哉
氏
、
酒
田
市
副
市

長
安
川
智
之
氏
よ
り
挨
拶
を
頂
戴
し
た
後
、

議
長
に
酒
田
市
中
牧
田
の
佐
藤
伸
二
氏
を

指
名
し
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

全
七
議
案
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
十
八
回
通
常
総
代
会

上
程
さ
れ
た
議
案

●
第
一
号
議
案

令
和
七
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処

分
案
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
、

承
認
の
件

●
第
二
号
議
案

令
和
八
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

●
第
三
号
議
案

令
和
八
年
度
借
入
金
最
高
限
度
決

定
の
件

●
第
四
号
議
案

令
和
八
年
度
余
裕
金
預
け
入
れ
先

金
融
機
関
決
定
の
件

●
第
五
号
議
案

令
和
八
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る

貸
付
金
及
び
債
務
保
証
の
最
高
限

度
決
定
の
件

●
第
六
号
議
案

令
和
八
年
度
役
員
報
酬
決
定
の
件

●
第
七
号
議
案

令
和
八
年
度
造
林
補
助
金
事
務
取

扱
手
数
料
率
決
定
の
件

　

令
和
七
年
度
は
、
地
政
学
リ
ス
ク
に

よ
る
資
源
高
が
懸
念
さ
れ
る
一
方
、
気

候
変
動
に
伴
う
気
象
災
害
の
頻
発
か
ら

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
関
心
が

高
ま
り
、
森
林
の
多
面
的
機
能
が
再
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
経
済
は
緩
や
か
に
回
復
し
た
も

の
の
、
豪
雨
災
害
や
熊
被
害
へ
の
対
応

が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。
政
治
・
経
済

面
で
は
、
初
の
女
性
首
相
に
よ
る
内
閣

発
足
や
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
る
脱
炭
素
化

が
本
格
化
し
ま
し
た
。
国
に
お
い
て
は

花
粉
症
対
策
と
し
て
ス
ギ
人
工
林
の
伐

採
等
が
推
進
さ
れ
、
大
阪
万
博
等
を
通

じ
た
木
造
化
機
運
の
醸
成
、
ス
マ
ー
ト

林
業
の
普
及
が
進
ん
だ
ほ
か
、
改
正
森

林
経
営
管
理
法
等
の
成
立
に
よ
り
林
政

の
転
換
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
、
前
年
七
月
の
大
雨
か
ら

の
復
旧
が
最
優
先
と
さ
れ
た
も
の
の
北

庄
内
地
域
の
林
道
等
は
未
だ
復
旧
途
上

で
す
。
ま
た
、
記
録
的
高
温
・
少
雨
等

に
よ
り
庄
内
海
岸
林
等
で
松
く
い
虫
被

害
が
過
去
最
大
規
模
で
急
増
し
ま
し
た
。

県
は
「
や
ま
が
た
森
林
ノ
ミ
ク
ス
」
を

推
進
す
る
一
方
、
住
宅
着
工
減
少
に
伴

う
県
産
木
材
の
販
路
確
保
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
で
は
、
二
団
地
で
間
伐
等
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
計
画
的
推
進
に
は

補
助
金
の
確
保
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
松
く
い
虫
被
害
の
緊
急
防

除
・
伐
採
業
務
に
年
度
末
ま
で
追
わ
れ

た
も
の
の
関
係
機
関
の
協
力
で
完
遂
し

ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
措
置
と
し
て
森

林
整
備
活
動
積
立
金
を
活
用
し
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
森
林
組
合
連
合
会
の
「
提

案
型
集
約
化
施
業
モ
デ
ル
団
体
」
に
全

国
十
八
番
目
、
県
内
四
番
目
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
結
果
、
決
算
は
、
事
業
総

収
益
七
億
八
千
八
十
一
万
円
、
事
業
総

費
用
五
億
四
千
一
万
円
、
事
業
総
利
益

二
億
四
千
八
十
万
円
、
経
常
利
益
九
千

八
百
三
十
七
万
円
、
当
期
未
処
分
剰
余

金
八
千
六
百
十
一
万
八
千
八
百
三
十
八

円
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
総
括

議長 佐藤伸二氏



森林組合だよりＰ3 令和８年８月

令和７年度　損益計算書 (令和７年４月１日～令和８年３月31日)　　　単位：円

科　　　目 合　　計
Ⅰ事業総損益
　１　収益
　２　費用
　　　事業総利益

	
780,817,185
540,011,985
240,805,200

Ⅱ事業管理費
　１　人件費
　２　旅費･交通費
　３　事務費
　４　業務費
　５　諸税負担金
　６　施設費
　７　雑費
　　　事業管理費計
　　　事業利益

116,759,569
976,975
2,399,124
3,042,912
3,229,329
20,729,618
588,656

147,726,183
93,079,017

Ⅲ事業外損益
　１　事業外収益
　２　事業外費用
　　　事業外損益
　　　経常利益

5,526,594
235,000
5,291,594
98,370,611

Ⅳ特別損益
　１　特別利益
　２　特別損失
　　　特別損益
　　　税引前当期利益

12,392,433
6,442,434
5,949,999
104,320,610

法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
　当期剰余金
　前期繰越剰余金
当期未処分剰余金

22,900,000
0

81,420,610
4,698,228
86,118,838

【事業区分（部門別）】
部　　門 費　　用 収　　益 損　　益
指　　導 5,223,209 3,021,165 -2,202,044
販　　売 1,780,723 7,118,671 5,337,948

森
林
整
備

森林整備 128,764,098 205,951,474 77,187,376
利　　用 397,333,631 558,556,076 161,222,445
福利厚生 1,457,171 130,500 -1,326,671
購　　買 5,453,153 6,039,299 586,146
金　　融 0 0 0
計 533,008,053 770,677,349 237,669,296

合　　計 540,011,985 780,817,185 240,805,200

剰余金処分案
科　　　　目 内　訳 小　計 合　計

Ⅰ当期未処分剰余金
Ⅱ剰余金処分額
　１．法定準備金
　２．任意積立金
　　建築物修繕積立金
　　森林整備機材等積立金
　　森林整備活動積立金
　　防除機材購入積立金
　　特別積立金（役員退任
　　　　　慰労金積立金）
　　損失補填積立金

40,000,000
13,000,000
5,000,000

0

2,500,000
5,000,000

16,300,000
65,500,000

86,118,838
81,800,000

Ⅲ次期繰越剰余金 4,318,838



森林組合だより Ｐ4令和８年８月

　

世
界
的
に
温
暖
化
や
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
が
激
甚
化
す
る
中
、
森
林
が
果
た
す

役
割
は
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

中
東
情
勢
の
混
迷
に
よ
り
、
国
内
の
燃
油

高
騰
や
物
価
上
昇
へ
の
影
響
に
つ
い
て
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
内
の
人
工
林
は
本
格
的
な
利
用
期
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
国
は
令
和
八

年
六
月
に
新
た
な
「
森
林
・
林
業
基
本
計

画
」
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
新
計
画
で

は
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て

る
」
循
環
利
用
の
確
立
に
加
え
、
ス
マ
ー

ト
林
業
に
よ
る
労
働
災
害
防
止
や
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
効
率
化
が
柱
と
な
り

ま
す
。
不
透
明
な
立
木
取
引
環
境
の
改
善

や
、持
続
可
能
な
経
営
を
可
能
と
す
る「
適

切
な
生
産
者
価
格
」
の
実
現
に
向
け
た
抜

本
的
な
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
お
い
て
は
、
県
の
「
や
ま
が
た

森
林
ノ
ミ
ク
ス
加
速
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基

づ
き
、
再
造
林
の
徹
底
と
県
産
木
材
の
需

要
拡
大
、
改
正
森
林
経
営
管
理
法
の
施
行

に
合
わ
せ
た
迅
速
な
森
林
の
集
約
化
・
集

積
化
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

当
組
合
は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
意
向

調
査
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
専
門
的
な
知

見
か
ら
直
接
提
案
を
行
い
、
組
合
員
所
有

林
の
間
伐
等
整
備
に
注
力
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
小
規
模
分
散
し
た
林
地
の
団
地
化

を
促
進
し
、
荒
廃
し
つ
つ
あ
る
山
林
を
提

案
型
集
約
化
施
業
に
よ
っ
て
再
生
さ
せ
た

い
考
え
で
す
。
ま
た
、
同
年
三
月
に
設
立

さ
れ
た
「
庄
内
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
」
に
合
わ
せ
、
急
増
す
る
松
く

い
虫
被
害
対
策
に
伴
う
防
除
・
伐
採
等

の
関
係
委
託
業
務
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
や
事
業
体
等
と
緊
密
に
協
力
・
連

携
し
、
引
き
続
き
取
り
組
む
方
針
で
す
。

　

部
門
別
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
左

記
に
ま
と
め
ま
す
。

指
導
部
門

・
職
員
の
労
働
安
全
衛
生
管
理

・
提
案
型
集
約
化
施
業
の
推
進

・
組
合
広
報
の
発
行
、
Ｈ
Ｐ
活
用
に
よ

る
情
報
発
信

・
自
伐
林
家
の
軽
ト
ラ
林
業
の
啓
発

・
森
林
整
備
活
動
積
立
金
事
業
の
推
進

販
売
部
門

・
補
助
制
度
を
活
用
し
た
林
産
請
負
事

業
の
積
極
的
推
進

・
一
般
用
材
、
合
板
等
集
成
材
、
発
電

用
材
、
チ
ッ
プ
用
材
、
ペ
レ
ッ
ト
用

材
等
販
売
事
業
の
推
進

森
林
整
備
部
門

・
組
合
員
の
間
伐
、
造
林
、
保
育
作
業

の
拡
大

・
間
伐
実
施
推
進
事
業
の
促
進

・
県
、
や
ま
が
た
森
林
と
緑
の
推
進
機

構
、
市
町
有
林
の
保
育
受
託
事
業
の

実
施

・
森
林
病
害
虫
の
徹
底
駆
除
等

・
林
業
関
連
資
材
の
普
及
販
売

・
優
良
造
林
苗
木
の
斡
旋

令
和
八
年
度
の
運
営
方
針

　

令
和
八
年
三
月
に
、
全
国
森
林
組
合
連
合

会
よ
り
全
国
で
十
八
番
目
（
令
和
六
年
度
末

時
点
で
十
七
団
体
認
定
）、
県
内
で
四
番
目

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
型
集
約
化
施
業
モ
デ
ル
団
体
認
定
と
は

　

提
案
型
集
約
化
施
業
の
実
行
体
制
が
組
織

と
し
て
確
立
し
て
い
る
か
、
審
査
機
関
が
専

門
的
か
つ
客
観
的
立
場
か
ら
審
査
を
行
う
も

の
で
す
。
外
部
に
よ
る
審
査
を
受
け
る
こ
と

で
、
組
織
が
抱
え
る
課
題
を
具
体
的
に
把
握

し
、
提
案
型
集
約
化
施
業
へ
の
取
り
組
み
見

直
し
や
組
織
運
営
の
改
善
等
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

提
案
型
集
約
化
施
業
モ
デ
ル
団
体
認
定
取
得

の
メ
リ
ッ
ト
と
は

①
提
案
型
集
約
化
施
業
モ
デ
ル
団
体
に
所
属

し
、
か
つ
集
約
化
実
績
を
有
す
る
者
は
、

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

②
「
林
業
・
木
材
産
業
循
環
成
長
対
策
交
付

金
」
の
【
林
業
機
械
作
業
シ
ス
テ
ム
整
備
】

【
林
業
機
械
リ
ー
ス
支
援
】
に
よ
る
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
に
取
り
組
む
場
合
の

交
付
率
を
最
大
二
分
の
一
ま
で
引
き
上
げ

る
条
件
の
一
つ
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま

す
（
通
常
は
三
分
の
一
以
内
）。 

　

令
和
七
年
度
は
、
酒
田
市
中
野
俣
と
遊
佐

町
吹
浦
の
集
約
化
施
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

提
案
型
集
約
化
施
業
モ
デ
ル
団
体
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

提
案
型
集
約
化
施
業
モ
デ
ル
団
体
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

　

今
後
と
も
、
森
林
整
備
の
促
進
お
よ
び

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
体
制
の
強
化
等
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
森
林
経
営

計
画
に
基
づ
き
、
森
林
所
有
者
の
施
業
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
森
林
経
営
受
委
託

契
約
を
締
結
し
つ
つ
集
約
化
し
て
施
業
を

行
う
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。



森林組合だよりＰ5 令和８年８月

【
令
和
八
年
一
月
一
日
運
用
開
始
】

林
野
火
災
注
意
報
・

　
　
　
警
報
の
運
用
開
始
に
つ
い
て

　

林
野
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
や
気
象
条
件

の
と
き
、
注
意
報
・
警
報
が
発
令
し
、
火
の
使
用
が

規
制
さ
れ
ま
す
。
特
に
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る

間
、
規
制
に
違
反
し
た
場
合
、
罰
則
（
三
十
万
円

以
下
の
罰
金
等
）が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

注
意
報
・
警
報
発
令
時
に
規
制
さ
れ
る
行
為

①
山
林
、
原
野
等
に
お
け
る
火
入
れ
又
は
喫
煙
※

②
煙
火
の
消
費

③
屋
外
に
お
け
る
火
遊
び
ま
た
は
た
き
火

④
屋
外
に
お
け
る
引
火
性
ま
た
は
爆
発
性
の
物
品

そ
の
他
の
可
燃
物
の
付
近
で
の
喫
煙
※

⑤
残
火
（
た
ば
こ
の
吸
殻
を
含
む
）、
取
灰
ま
た

は
火
粉
の
始
末

※
喫
煙
と
は
、
紙
巻
た
ば
こ
の
ほ
か
、
加
熱
式
た

ば
こ
等
が
規
制
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

火
の
使
用
が
制
限
さ
れ
る
区
域

　

山
林
及
び
そ
の
周
囲

林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
の
発
令
期
間

　

毎
年
一
月
～
五
月

松
く
い
虫
防
除
伐
倒
作
業
に
つ
い
て

松
く
い
虫
防
除
伐
倒
作
業
に
つ
い
て

　

松
く
い
虫
防
除
に
つ
い
て
は
毎
年
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

森
林
組
合
と
し
ま
し
て
も
先
人
が
守
り
育
て
て
き

た
松
林
を
守
る
た
め
、
急
増
す
る
松
く
い
虫
被
害
対

策
に
伴
う
防
除
・
伐
採
等
の
行
政
等
関
係
委
託
業
務

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
や
事
業
体
等
と
緊
密
に
協

力
・
連
携
し
、
引
き
続
き
取
り
組
む
方
針
で
す
。

　

作
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
皆
様
の
私
有
地
や
私
道

に
立
ち
入
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理

解
と
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

庄内海岸林再生プロジェクト始動！
　令和７年度は庄内海岸林の松くい虫被害が過去最大の被害量となり、被害の広がりを食い止める防除では対応
困難とされ、庄内海岸林にまつわる江戸時代以来の歴史的背景を踏まえつつ、新たな知見や技術を取り入れた維
持・再生に地域が一体となった取組みを進めるため、行政、地元関係団体、研究機関などが連携し、次の事項に
ついて検討・実践する「庄内海岸林再生プロジェクト会議」が令和８年３月に設立されました。
　　１海岸林の再生と保全に向けた取組方針や実行計画
　　２多様な主体の協働による持続的活動を支援する仕組みづくり
　　　　　　　　　　　（詳しくは山形県ホームページ等のQRコードでご覧ください）

（出典：庄内海岸林再生プロジェクト通信）
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軽トラ林業活動中

西郷小学校
（10月）

鶴岡工業高校
（10月）

当組合では、地域貢献活動としてクロマツ等の苗畑見学の受け
入れを行っています。なかなか馴染みのない「林業」という仕
事が、少しでも身近に感じてもらえたら嬉しく思います。

苗 畑 見 学

　

令
和
五
年
度
よ
り
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が

令
和
六
年
度
よ
り
事
業
内
容
を
一
部
変
更
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

🌳 

目
的

　

組
合
員
が
共
同
で
行
う
林
内
路
網
等
に
お
け
る
維
持
・

補
修
、
災
害
等
の
復
旧
並
び
に
森
づ
く
り
な
ど
の
活
動
を

行
う
場
合
に
要
す
る
経
費
を
組
合
で
補
助
し
ま
す
。

🌳 

対
象
と
な
る
整
備
活
動

・
路
網
整
備
で
使
用
す
る
刈
払
機
・
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
損
料

・
路
盤
補
修
用
の
砕
石
・
シ
ス
イ
エ
ー
ス
代
金

・
簡
易
な
進
入
ゲ
ー
ト
や
看
板
の
設
置
費
用

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
支
援

🌳 

補
助
内
容
（
※
変
更
）

・
路
網
の
草
刈
り
は
路
網
延
長
に
対
し
て
㍍
当
り
十
六
円

・
路
網
の
倒
木
処
理
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
一
台
に
対
し
て
一
日

当
り
三
千
三
百
六
十
一
円

・
路
盤
補
修
用
の
砕
石
、
簡
易
ゲ
ー
ト
や
看
板
は
材
料
費

実
費
ま
た
は
支
給

・
資
材
設
置
等
労
務
に
係
る
人
件
費
は
一
人
当
り
二
千
円

・
一
つ
の
活
動
に
対
す
る
上
限
は
三
十
万
円
（
年
一
回
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
す
る
上
限
は
三
万
円

🌳 

注
意
事
項

・
市
町
が
管
理
す
る
路
網
等
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

・
整
備
活
動
に
お
い
て
県
・
市
町
よ
り
支
援
を
す
で
に
受

け
て
い
る
区
域
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て
県
・
市
町
よ
り
支
援
を

受
け
て
い
る
団
体
及
び
地
区
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

当
初
の
事
業
内
容
に
比
べ
て
、
充
実
し
た
補
助
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
整
備
活
動
事
業
の
申
請
募
集
に
つ
い
て

　令和８年度も軽トラ林業事業の受付行って
おります。説明会の開催や案内文の郵送は予
定しておりませんので、申し込みをご希望の
方はお問い合わせください。

本所 TEL：
　　　0234-52-2788

＜作業後＞

＜作業前＞
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令和８年５月27日　北庄内森林組合　役員・職員一同令和８年５月27日　北庄内森林組合　役員・職員一同

◎：班長　　〇：副班長

組合員（6,518）

総代会（200）

代表理事組合長　髙橋　一泰

副組合長理事　石塚　　茂

参　　　　事　長沢　一仁

理事会（15） 監事会（３）

北庄内森林組合機構図
令和８年４月１日現在

総務課長（兼任）　長沢　一仁

係　　　　長　百瀨咲也香
係　　　　員　池田　利那
係　　　　員　齋藤　理乃
専 　門 　員　齋藤　節子

業 務 課 長　伊藤　一裕

課 長 補 佐　佐藤　　譲
係　　　　長　黒石　直人
主　　　　任　仲鉢　佳寿
係　　　　員　後藤　　佑
係　　　　員　松浦　太亮
専　門　員　小林　信昭

課長補佐兼　小林　亜範酒田支所長　　　　　　

◎佐藤　　謙 石川　　守 菅原　奏良
〇菅原　靖雄 小松　康春 阿蘇智沙人
〇守屋　宏司 大瀧　詠司 本間　大翔
今野　勝雄 佐藤　　卓 相馬　一斗
志田　信広 大内　叶夢 池田　勇太
保科　輝雄 永田　健二
髙橋　一樹 齋藤　陽介

◎早坂　紀昭
〇阿部　　誠
　鈴木　孝志
池田　　宏
小松　　修
後藤　拓也

菅原　勝子 土田　賢一
元木　竹見

技 能 職 員
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六
月
十
八
日
に
定
例
市
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
需
要
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
品
数
量
が
少
な
く
、

特
に
中
目
材
の
不
足
感
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
価
格
は
横
ば
い
な
が
ら
、
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
定
尺
材
の
角
目
・
中
目
材
の
不
足
感

が
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

樹　種 長級
（m）

径級
（㎝） 高　値 中　値 安　値 前回比 備考

スギ 4.00 36上 14,200 13,320 12,000 ○ 選木

〃 〃 30上

〃 〃 20上 14,120 13,680 10,800 ○

〃 〃 14～18

〃 〃 13下

〃 3.65 20上 14,410 14,040 − ○

〃 〃 14～18 − 12,600 11,100 ○

〃 3.00 20上 13,800 13,320 13,100 ○

〃 〃 14～18 12,600 12,240 10,800 ○
単位：円/㎥	 △△高　〇保合　●安

令和８年度 庄内木材センター6月市況令和８年度 庄内木材センター6月市況

　

個
人
か
法
人
か
に
よ
ら
ず
、
売
買
契
約
の
ほ
か
、
相
続
、

贈
与
、
法
人
の
合
併
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取

得
し
た
場
合
に
、
事
後
の
届
け
出
と
し
て
森
林
の
土
地
の
所

有
者
届
出
が
必
要
で
す
。（
平
成
二
十
四
年
四
月
よ
り
森
林

法
に
基
づ
き
届
け
出
制
度
が
創
設
）

　

所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
九
十
日
以
内
に
取
得
し
た
土
地

が
あ
る
市
町
村
の
長
に
届
け
出
を
行
い
ま
す
。
相
続
の
場
合
、

財
産
分
割
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
相
続
の
日
か
ら
九

十
日
以
内
に
法
定
相
続
人
の
共
有
物
と
し
て
届
け
出
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
届
け
出
が
必
要
で
す

勤
続
表
彰
十
五
年

　

技
能
職
員

　

髙
橋
　
一
樹　
平
成
二
十
三
年
四
月
採
用

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、

職
務
に
励
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

職
員
表
彰

よ
く
あ
る
質
問

組
合
員
資
格
等
の
変
更
届
に
つ
い
て

　

組
合
員
の
方
で
住
所
・
氏
名
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
、
山
林
の
相
続

や
売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
名
義
や
所

有
面
積
等
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

ご
面
倒
で
も
変
更
の
手
続
き
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

届
出
の
用
紙
は
本
所
に
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

提
出
願
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
組
合
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

組
合
員
情
報
は
、
個
人
情
報
保
護

規
程
に
基
づ
き
取
り
扱
い
を
行
い
ま

す
の
で
、
他
の
目
的
に
利
用
及
び
提

供
す
る
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

（
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）

新
人
紹
介

　

相
馬
　
一
斗
（
庄
内
町
余
目
在
住
）

　

農
林
大
学
校
で
学
ん
で
き
た
こ
と

を
活
か
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
山
林
を
森
林
組
合
で
買
い
受
け
て
も
ら
え
な
い
か
？

Ａ
．
森
林
組
合
が
山
林
を
買
い
取
る
こ
と
は
、基
本
的
に
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
森
林
組
合
は
、
組
合
員
の
皆
様
の
山
林

が
持
続
で
き
る
よ
う
、
間
伐
や
植
林
な
ど
の
作
業
を
支
援

す
る
組
織
で
あ
り
、
不
動
産
の
取
引
事
業
は
通
常
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
不
動
産
業
者
を
通
し
て
買
い
手
を
探
す
と
い

う
方
法
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
山
林
は
宅
地
と
異
な

り
、
す
ぐ
に
買
い
手
が
見
つ
か
り
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

Ｑ
．
自
分
の
所
有
す
る
山
林
の
図
面
が
欲
し
い
。

Ａ
．
所
有
状
況
や
図
面
等
に
つ
い
て
は
市
町
村
の
固
定
資
産

税
課
税
資
料
等
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
隣
接
す

る
所
有
者
に
つ
い
て
は
課
税
資
料
の
地
番
等
を
も
と
に
法

務
局
で
公
図
や
登
記
簿
の
閲
覧
等
に
よ
り
確
認
で
き
ま
す
。

お
近
く
の
土
地
家
屋
調
査
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家

に
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

お
知
ら
せ


